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この度 は 10- 2フ をお 買 い上 げい た だ きま して誠 に あ りが と うご ざぃ ます。

本機 は ア イ コム が誇 るVHF技術 と、 コ ン ピュー タ技 術 を駆使 して完 成 した144MHz
帯 FMモ ー ビル機 です。
従 来 の機 器 に ない 多彩 な機 能 を内蔵 してい ます の で、 ど使 用 の 際 は、 この取 扱 説
明書 をよ くお読 み に な って、本機 の性 能 を充 分発 揮 してい た だ くと共 に、 末長 く
ご愛 用 くだ さい ます よ うお願 い 申 し上 げ ます。
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1. お もな特長
1ロ スピーカー内蔵で超薄型・小型化 を実現

スピーカー内蔵 ながらも38( H) × 140( W) × 177( D) mmの 超 スリムなボディとしてぃます。ひんぱんに
操作す るボ リュームとスヶルチ を丹j 々 に配置す るなど、超薄型 なが らも操作性 の優 れたパ ネルレイア
ウ トとしています。

2. カ スタムメイ ドのLEDで集中表示
デ ィスプレイには表示内容 を 3色 で表示す るカスタムメイ ドのLEDが採用 されています。

3. 超薄型 なが らも多彩 な機能 を装備
( 1) 9チ ャンネルの メモ リーを内蔵

クラブチ ャンネルやよ く使用す るチ ャンネルを記憶 させてお くと便利 な周波数メモ リーが 9チ ャン
ネル内蔵 されています。

( 2) CALL(優先呼び出 し) メ モ リーを内蔵
メモ リーチ ャンネルの うちM8は、優先呼び出 しチャンネルとなってお り、 どのよ うな状態 にもワン
タッチで呼び出す ことがで きます。

( 3) M Hzア ップと10oKHzア ップ・ ダウン機能
周波数 を大幅 に変更す る際 に便示J な l MHzア ップ機能 と100KHzの アップ・ ダウン機能が装備 されて
います。

( 4)プ ライオ リテ ィ機能 を装備
VFO周 波数 と特定のメモ リーチャンネル周波数 とを順番 に繰返 して信号の有無 を監視す るプライオ
リテ ィ機能 が装備 されています。
この機能は、従来のよ うにVFO状態 からのスター トだけではな く、メモ リー状態 からもスター ト可
能ですか らより操作性 が優 れています。

3日 3種類のスキ ャン機能 を装備

数多 くの機種 に採用 され、定評の高い 3種類のスキャン機能 が装備 されています。
● メモ リースキ ャン

● フルスキ ャン ( バ ン ド幅 スキ ャン)

● プログラムスキャン ( 指定幅スキ ャン)

4日 高性能 を実現 した回路構成

( 1)高感度 を誇 る受信部

受信RF増幅 には、内部雑音の低 く、高性能のGaAs(ガ リウムひ素) FETが採用 されていますので高
感度です。

( 2)新方式のセンタースケルチ回路 を採用
弱信号受信時の動作のバ タつ きなどがな く、安定 した動作 が得 られるスケルチ回路です。

( 3)安定 した動作の送信部

送信 ファイナル部 には直線 の優 れたパ ヮーモ ジュールが採用 されていますからスプ リアス成分の少
ない きれいな電波の発射 がで きます。

5, 車へのマウン トを考慮 した機構

( 1)実効奥行の増大 を防止 した後面ケーブル

電源ケーブルおよび同軸ケーブルが後面 より約 15cm取 り出 されていますから取付 が容易です。
( 2)盗難防止機構付 きのワンタッチ ブラケ ッ ト

車への取付 けに使用す る車載ブラケ ッ トは、 ワンタッチで締 め付 けで きる新機構 としています。
また、 ビスを締め付 けることにより、容易に取外 しがで きないなど、盗難防止 にも考慮 しています。

6と 豊富 なオプションを用意 ( 2)ト ーンスケルチユニ ッ ト
( 1)音声合成ユニ ッ ト ( 3)外部スピーカー ( SP■ 10)
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2. 各 部 の名 称 と機 能
2- 1 前面 パ ネル

2- 2項 デ ィスプレイ参照

VOLA▼ SQL

CALL  DN- 100k… UP SPEECH PR10

軍ゴ軍軍縦

①VOL/POWERツ マミ

電源ON8量

が増 す

電源のON/OFFス イッチ と音量調整 とを兼用 したツマ ミです。
OFFの位置か ら右 に少 し回す と電源 が入 りま先 電源 が入 った位置
か らこのツマ ミは音量調整のボ リュームにな りますので、適 当な位

置 にセ ッ トして くだ さい。

無信号時の“ザ ァー"と い う雑音 を消すスケルチツマ ミです。

時計方向 に回 してゆ き、 ノイズが消 え、RX(受信 ) LEDが消 える位

置 にセ ッ トして くだ さい。

「

RX LEDが 消 え る位 置 に セ ッ ト

送受信周波数の設定 およびメモ リーチャンネル ( CH)の 指定がで きま

す。

VFO状態 ( VFO Aま たはB)の ときは、 このダイヤルで運用周波数の

設定 を行 ないます。時計方向に回す と周波数 がアップ し、逆 に回す
とダウンします。

周波数の上限 か ら下限へ、下限 から上限へ連続 して動作す るエ ン ド
レスタイプとなっていますので、オフバ ン ドす ることがあ りません。
上限周波数 145. 99MHz  下限周波数 144. 00MHz

M/VFOス イッチの切換 えでメモ リー呼び出 し状態 にします と、 この

ダイヤルでメモ リーチャンネルの指定がで きます。
メモ リーの呼び出 しおよび書 き込み方法 は ( 15)ペ ー ジをご覧 くだ さ
い 。

②SQL(ス ケルチ) ツ マミ

ツマミを時計方向に回 し
ノィズが消える位置にセ
ツ ト

③ メイ ン ダイ ヤ ル

VFO】犬態

MEMORY】犬態

ン
周波数が     周波数が
ダウンする    アップする

ン
メモ リーOH    メモ リーCH
ダウン       ァ ップ

宮 VFOツ 口 R XI   T XI           I   PRi C

煎耳
”
「_rr q野 野
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VFO Aの とき点灯する

MEMORY】犬態
のとき点灯する

④M/VFOス イッチ

⑤A/Bス イッチ

③ l M UPス イ ッチ

③ M/W(メ モリーライ 卜) ス イッチ

①OALLス イ ッチ

① DN- 100K― UPス イ ッチ
DN- 100k― UP

申

~申

VFO状態 とメモ リー呼び出 し状態 とを切換 えるスイッチです。
1回押すごとに反転 し、MEMORY状 態ではデ ィスプレイの“M"が点
灯 します。VFO状態では“M"が消灯 しています。
なお、VFO A状態の ときに、M/VFOス イッチでメモ リーに切換 え
ても“VFO―A"LEDは シ肖灯 しません。

VFOの Aと Bを 切換 えるスイッチです。
1回押すごとに切換 わり、スイッチが手前に出ているときはVFO A
でデ ィスプ レイの“VFO_A"の LEDが点灯 します。 スイ ッチ を押 し
込 んだときVFO Bと なります。VFO Bの ときは表示 しません。 ・

スキャンのスター ト/ス トップを行 な うスイッチです。
1回押す ごとにスター ト/ス トップを繰返 します。スキャン動作中は
周波数デ ィスプ レイの10MHzと l MHz桁の間でコンマが点灯 します。
スキ ャンにはプログラムスキャン、フルスキ ャン、メモ リースキャ
ンの 3種類があ ります。詳 しい操作 については ( 17)ペ ー ジをご覧 く
だ さぃ。

メインダイヤルの周波数 ピッチ を切換 えるスイッチです。
1回押す ごとに切換 わ り、スイッチが手前で20KHzピ ッチ、押 し込
んだ位置で10KHzピ ッチにな ります。

なお、スキャン動作中の周波数 ピッチ もこのスイッチが有効 となり
ます。

VFOお よびメモ リーチャンネル時の周波数 をl MHzピ ッチでァ ップ

させ ます。

動作周波数 が144MHz帯 の ときは、 このスイッチ を押す ことによ り
145MHz帯 にな り、145MHz帯 の ときは144MHz帯 にな ります。

メモ リーチ ャ

メモ リーチ ャ

通常 コールチ

メモ リーチ ャ

ンネルに周波数 を書 き込むためのスイッチです。
ンネルは 0～ 8の 9チ ャンネルあり、チャンネル 8は
ャンネル ( ⑩ CALLス イッチ参照) と して使用 します。
ンネルヘの書 き込み方法は ( 15)ページをご覧ください。

舶圃Ｕ

ｖＦｏＡ

□
20KHz

VFO B

1 1

10KHz

⑥S/Sス イッチ

煎町
”

q丘島厨
|

スキャン動作中を表示する

② TSス イ ッチ

Ｔｓ日

運用上最優先のチ ャンネルを呼び出す ときに使用するスイッチです。
メモ リーチ ャンネルの“8"がコールチャンネルになっており、本機の

出荷時 に145. 00MHzが書 き込 まれていますが、他のメモ リーチ ャン

ネルと同様 に周波数の書 き換 えが自由にで きます。

詳 しい操作 については ( 16)ペ ージをご覧 くだ さい。

動作周波数 を100KHzピ ッチでァップまたはダウンさせ るスイッチで
す 。

DN( DOWN)ま たはUPス イッチを 1回押すごとに100KHzダ ウンま
たはアップします。
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⑫ SPEECHス イ ッチ

① PR10(プライオ リテ ィ)ス イッチ

①H1/LOス イッチ
HI /LO

運用周波数 を英語で発声す る音声合成ユニ ッ ト( オ プション)を動作

させ るスイッチです。

プライオ リテ ィの機能 をON/OFFす るスイッチです。

プライオリテ ィ機能 とは、VFO Aま たはBで受信中、指定のメモ リ

ーチャンネル ( 表示のチ ャンネル)を一定時間 ごとにワッチす る機能

です。プライオ リテ ィ動作中はデ イスプ レイの“PR10"LEDが点灯

します。 また、メモ リーチ ャンネルで運用中の ときは、直前のVFO
を監視 します。詳 しい操作 については ( 18)ペ ージをご覧 くだ さい。

送信出力 を切換 えるスイッチで、10Wと l Wの切換 えがで きます。

スイッチ を押 し込 んだ位置でLOW POWER( l W)と な り、スイッチ

が手前 に出ているときはHIGH POWER( 10W)と な ります。

トー ンスケルチユニ ッ ト( オ プション)を動作 させ るスイッチです。

付属のマイクロホ ンHM 22を 接続す るコネクターです。

運用周波数 を 4桁で表示 します。

最上位桁は10MHz台 を表 わ し、最下位桁 は10KHz台となっています。

メモ リーチ ャンネル切換 え時は、該当チ ャンネルに記憶 されている

周波数が表示 されます。

M/VFOス イッチによリメモリー呼び出し状態にしたとき“M"の LED
が点灯 します。
この】犬態でメインダイヤルを回しますと、メモリーチャンネルカツ1贋

次切換えられ、該当チャンネルが表示 されます。

回
10ヽハ′ l W

①TONEス イッチ

①マイクコネクター

2- 2 デ ィスプレイ部

①周波数ディスプレイ

軍毘野軍
10M  l M  100K 10KHz

②メモリー表示

ぽ田¬
ャンネル

M/VFO     
モリーチ不    メ切換 で表
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③VFO表示 VFO Aで運用中を表示 します。
VFO Aと Bの切換 えはA/Bス イッチで行ないます。
VFO Bが選択 されているときは表示 しません。

受信中を表示 します。
受信状態でスケルチが開いているときに点灯 します。

送信中を表示 します。
マイクロホンのP. T. Tス イッチを押 したとき送信状態 になり、押 し
ている間点灯 しています。

④ RX(受信 ) LED

⑤TX G基イ言) LLD

⑥PR10(プライオリティ) LED    PRIOス イッチを押すことにより、プライオリティ機能がONと なり、
この ランプが点灯 します。

再度、PRIOス イ ッチがす甲された とき、プライオ リテ ィ機能 が解除
され、LEDが消灯 します。

コールチ ャンネルの運用中 を表示 します。
CALLス イッチカ普甲されたとき点灯 し、M/VFOま たはCALLス イッ
チによ り解除 させ るまで点灯 しています。
メインダイヤルでチ ャンネル 8を 呼び出 した ときは点灯 しません。

TONEス イッチ を押す ことによ り点灯 します。
トー ンスケルチ機能はオプションですか ら、点灯 しても何 も動作 し
ません。

受信 しているときは信号の強 さを示すSメ ー ター として動作 し、送
信時は送信出力 を相対的 なレベルとして表示 します。

スキャン動作中 を表示 します。
S/Sス イッチでスター トしたとき点灯 し、再度 S/Sス イッチが押 さ
れるか、送信状態 にす るまで点灯 しています。

◎ S/RFレ ベルメーター

出荷時スイッチ1ヽ 6は
すべてONの 位置にセッ
トしていますので、ス
キャン操作時はセット
しなおしてください。

ＡＴ
空
き

↑
⑤

↑
④

↑
③

↑
②

↑
①

② OALL LED

j ―

f r丘 軍軍
軌性

⑩ SOAN募言ラ示LED
RXI  T XI        I  PRt《

r

`

q互 甲軍

2- 3 上蓋 内スイ ッチ

③ TONE LED

r―
rr互 軍軍TONE

日

６

日

５

日

４

日

３

日

２

０Ｎ

周
偶

‐‐ ‐

阻

‐

↑
⑥
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① SPEED(ス キ ャンス ピー

切換 えスイ ッチ

SOAN SPEED

日 | : 鮮
② TIMERス イ ッチ

R

↑ ON
↓ OFF

③Tl ME(タ イマー時間) 切換え
スイッチ

↑ LONG( 9秒 )

↓ SHORT( 3秒 )

④ PS―FSス イッチ

Ｔ‐ＭＥ

日

Ｔ‐ＭＥ
日

ド)    スキャン動作のスピー ドを切換 えるスイッチです。

SLOW― FASTの 2段階 に切換 えることがで きますので、使 い易い

方 にセ ッ トして くだ さい。すべ てのスキャン動作 に有効です。

スキャン動作 が信号 を受信 して停止 した とき、一定時間 ( 約3秒 また

は約9秒 ) 後 に再 スター トさせ るスイッチです。

ON時 → 一定時間後再スター ト

OFF日寺→ 受信信号が無くなると再スター ト

なお、 この機能は下言己⑤BUSY―EMPTYス イッチがBwSY側の とき

に有効 とな ります。

上記②TIMERス イッチ をONに したときの タイマー時間 を切換 える

スイ ッチです。

LONGイ則 → 約 9秒
SHORTイ貝‖ → 約 3秒

プログラムスキ ャンとフルスキャンの切換 えを行 な うスイッチです。

PS(プログラムスキャン)

メモリーチャンネルのCH- 0と CH… 1に設定された周波数の間を、高い周

波数から低い周波数ヘスキャンする。

FS(フ ルスキャン)

全バンド( 下限144. 00MHz、 上限145. 99MHz)内 を、上限から下限周波数
ヘスキャンする。

なお、本機 出荷時 にはCH- 0お よびCH l に すでに下限、上限の周波

数 ( 144. 00MHz、 145. 99MHz)を 書 き込んでいますので、PS(プログ

ラムスキ ャン) の周波数は運用 に必要 な周波数に書 き換 えて くだ さ

↓ 。ヽ

スキャン動作 を信号 によってォー トス トップ させ るBUSYス キャン

にす るか、空 きチ ャンネルでス トップさせ るEMPTYス キ ャンにす

るかを切換 えるスイッチです。

BUSYス キャンで動作 させ るときは、無信号チャンネルでスケルチ

ツマ ミを回 し、“ザ ァー"と い うノイズが消 える位置 にセ ッ トしてお

いて くだ さい。

CPUを リセ ッ トす るスイッチです。

周波数が正 しく表示 されない場合 などは、CPUの誤動作 が考 えられ

ます。 このスイ ッチはCPUを イエ シャル ( 初期状態 ) に 戻 します。

RESETを 押 した ときは、最初 から操作 をや りなお して くだ さい。な

お、 このスイッチは電源ON時のみ動作 します。

↑ Ps(プログラムスキャン)

↓ FS(フルスキャン)

⑤ BUSY―EM RTYス イ ッチ

↑ BUSY
↓ EMPTY

⑥ RESETス イ ッチ

19ベ ージ4-ア 、 4- 8項 を
参照してください。
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2- 4 後面パネル

①電源コンセント

②ANT(ア ンテナ) コ ネクター

③ EXT SP(外部スピーカー )

ジャック

DC13. 8Vの 電源入 カコンセ ン トです。接続で きる電源 は直流 ( DC)
の安定化 された もので、電座 は13. 8V± 15%の 範囲です。

ア ンテナ を接続 します。 ア ンテナインピーダンスは500で、M型同

軸プラグを使用 して接続 して くだ さい。

外音再スピーカーが接続で きます。接続で きるス ピーカーのイ ンピー

ダンスは、標準 は 80の ものですが 40の もの も利用で きます。

なお、タト部 スピーカー を接続 した ときは、内音臣スピーカーか らは音

が出 ません。

付属のプラグで次図のように配線 します。
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3. 設 置場 所 と接 続 方 法
■ モービル運用の場合
3- 1 車載時の設置場所

車への取付 けは、下図のような箇所が考えられます。安全運転に支障の

ない場所 を選び、付属のアングルで取付 けてください。

ダッシュボ‐ ドの上

ダッシュボー ドの下

コンソールボ ックスの検

● ヒーターや クーラーの吹 き出 し口など、温度変化の大 きい場所ヘ

の設置は、極 力 さけて くだ さい。

● 特 に夏期の 日中、 ドアを閉め きった状態で長時間放置す ると、室

内温度 が極端 に上昇 し、本機 に悪影響 をあた えることがあります
のでご注意 くだ さぃ。
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3- 2 本機の取付 けかた
車へのセッティング

車載アングルを先に取付 ける

この とき、アングルと本体 との上下のす きまがありますので、 こ

のす きまを利用 して、前面パ ネルを操作 し易 く、見易い角度 に調

節す ることがで きます。

( 3)セ ッテ ィング完 了後 は、ロ ックレバーがゆるんだ り、はずれた り

しないよ うに、ロックレバー固定用 ビスを取付 けてお きます と安

全です。

( 1)付属の車載用 ア ングルを図のよ うにダッシュボー ドの下 など、運
転 に支障 な く操作の し易いところに、付属 のボル ト・ナ ッ トある
いは タッピングビスで取付 けて くだ さい。

( 2)ア ングルの取付 けが終 れば、本体 ( I C 27)を 図の よ うにア ングル

の中 を通 し、ロックレバー を失Epの よ うにいっぱいになるまで締
め付 けます。

ロ ックレバー

ボル ト・ナッ トで締め付 けるか
タッピングビスを使用する

- 9-
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3- 3 車載時の接続

外部スピーカー10- SP4(オ プション)

10- SP10(オ プション)

12V系のバ ッテ リーに直接配線する

ア ンテナヘ

M型 コネクター

24V系 バ ッテ リーの車はそのままでは接続できません。

( 24Vを 13. 8Vに変換するDO―DOコ ンバーターが必要です)

シガレッ トライターから電源 をとると

誤動作のおそれがあります。

- 10-



3- 4 車載時のアンテナ

Oア ンテナの接続

〇車載用ア ンテナの取付場所

ルーフサイ ド型

バ ンパー取付型

トランクリッ ド型

ルーフ トップ型

Ａ
　
Ｂ

Ｏ
　
Ｄ

トランシーバーの性能は、使用す るアンテナの良否 によって大 きく

左右 されます。 目的 に合 ったア ンテナ を正 しい状態で使用す ること

をおすすめ します。

M型 コネクター

ア ンテナヘ

使用 す る同軸 ケ ー ブルは50Ω 系の もの で、 で きるだけ太 い もの を使用 し、最短

の長 さで接続 して くだ さい。

もっともポ ピュラーな取付 け場所です。

地上高が3. 8m以上 になるよ うな7/8え などの長 いア ンテナ を取付 け
るときに最適 です。

車の トランクカバーに取付 ける方式です。
もっとも理想的 な取付 け場所です。車の屋根 に穴 をあけて取付 ける
か、磁石式のアンテナ基台 を使用 します。
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■ 固定運用の場合

3- 5 固定運用時の接続

3- 6 固定運用時のア ンテナ

グラン ドプレーン型
アンテナ ( 無指向性 )

● DC安定化電源は保護回路付の ものが最良です。
● バ ッチ リー充電用の電源 は使用で きません。

固定局のア ンテナは、アンテナメーカーから数多 く発売 されていま

す。用途や設置スペースなどに合せて選択 して くだ さい。

八木型アンテナ ( 指向性 )

DO安定化電源

基準電圧13. 8V
電流容量 3A以上

アンテナヘ

M型 コネタター

同軸ケーブル

- 12-



3- 7 同軸 ケ ー ブル につ い て

。本機のアンテナインピーダンスは50Ω に設計されています。

アンテナの給電点インピーダンスと、同軸ケーブルの特性インピ

ーダンスが50Ω のものをご利用 ください。

同軸ケーブルは周波数が高 くなると、その損失も目立って多くな

ります。144MHz帯 になるとその損失も無視できない程になり、例

えば5D- 2Vを 20m使用 しますと、 トランシーバーから10Wの 出力

を送 り出 しても同軸ケーブルの損失のため、完全な整合状態でも

アンテナに加わるのは約 6Wと なってしまいます。

● 同軸ケーブルには各種のものがありますが、できるだけ損失の少

ないケーブルをできるだけ短かくしてご使用 ください。

3- 8 M型 コネ クターの取付 けか た

ナイフ、カッター等でタト被 を切 り
前ハンダが しやすいように外被 を
抜 き取って しまわずに、12～ 13mm
の間 をあけておく。

カップリングは先に
ケーブルを通 してお く

。前ハンダ
コネクター部でハンダ付 けが じ
やす くなるようにうす くハンダ
しておく部分です。

● ナイフ、カッター等 を使用する
ときは、編組線、内部絶縁物等
にキズをつけないように注意 し
てください。

12- 13mm

芯線 をコネクターに通 し図のよう
にハンダを行なう。

カップリングを図のようにコネク
ターのネジを越えるまではめ込ん
でおく。

カップリング

ハンダを流 し込む

ダ付
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4. 運
4- - 1 基本操作

■ 受信の しかた

※ 電源を入れたときは電源 を切 る
前の状態 を保持 しています。
ただし、OALLお よびPR10がON
中に電源 を切 った場合はそれら
の機能はクリヤされます。

■ 送信の しかた

電源やアンテナなどの接続が完了すれば、図のようにスイッチ、ツ
マ ミを設定 してください。

設定確認後、次の順序で操作 して くだ さい。

①VOLツ マ ミを時計方向 に回 して電源ONに します。

② さらにVOLツ マ ミを回 してゆ くと、スピーカーから“ザ ァー"と い

うノイズか受信音が聞 えて きますので、適 当な音量の ところにセ

ッ トして くだ さい。

③ SQL(ス ケルチ) ツ マ ミを時計方向 に回 し、“ザ ァー"と い うノイズ

が消 える位置 にセ ッ トします。

このよ うにSQLツ マ ミをノイズの消 える位置 にセ ッ トしておきま

す と、信号 が入 ったときだけスピーカーか ら音が出 るよ うにな り

ます。 また、 ノイズが消 えた位置よ りさらにツマ ミを回す ことに

よ り、微弱な信号の受信 を制限す ることがで きます。

④メインダイヤルを回して受信周波数を設定します。
周波数の設定はメインダイヤルのほかにTSス イッチ、100 KHz
UP/DOWNス イッチも利用すれば便利です。

送信す る前 にはその周波数 を他局 が使用 していないかどうかをよ く

確認す ることが必要です。

確認 したの ち、マイクのPTTス イッチ を押す と、TX(送信 ) LEDが
点灯 し、送信状態 とな ります。 この とき、RFメ ー ター が点灯 しま

す。

● マ イクと口との距離は 5 cm位 が適当です。『 E離 が進Eす ぎた り、あ

まり大 きな声 を出 した りします と、かえって明瞭度 が 下が ります。

VOLを封こ[ ]し り]る

SQL左に回 し切 る
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4- 2 メモ リーの使用方法

■ メモ リーの呼び出 し

M~r
`

■ メモ リーヘの書 き込み

例 :メ モ リーチ ャンネル 5に
144口 68MHzを 記′障させる

には

①M/VFOで MEMORYに
②OH- 5を セ ッ ト

このとき、周波数ディスプレイは
以前に記憶 したものを表示する

③M/VFOで VFOに
④144. 68MHzを セット

耳 r_f r q島 軍

メモ リーチ ャンネルには使用ひん度の高い周波数 を記憶 させてお く
と便利です。

なお、メモ リーチ ャンネルは通常次のよ うな使 い方 をします。
CH O  プログラムスキ ャンの上、下限周波数
CH- 1  プログラムスキャンの下、上限周波数
CH 2～7 運用上 よ く使 われる周波数の記憶
CH- 8  コールチ ャンネル用

※ 出荷時、CH- 0, 1, 8はすでに記憶 されていますが、書 き換 えは自

由にで きます。

①M/VFOス イ ッチ を押 しVFO状態 か らMEMORY状 態 に切換 えま

す。 ( “ M"LED点灯 )

② メインダイヤルを回す ことで、 メモ リーチャンネルが順次切換 わ
り、周波数 デ ィスプ レイはそのチ ャンネルに記憶 された周波数 を
表示 します。

何も書き込まれていないチャンネ
ルはブランク表示となる

特定のメモ リーチ ャンネルヘ希望す る周波数 を記憶 させ るときは次
の手順で行 ないます。

①M/VFOス イッチでMEMORY状 態 にします。

②特定チ ャンネル( 5)を メイ ンダイヤルでセ ッ トします。

③ M/VFOス イッチ を才甲し、VFO状態 ( VFO A, Bは どちらでも良い)

に戻 します。

④ 希望の周波数 ( 144. 68MHz)を メイングイヤルでセ ッ トします。

⑤ MWス イッチ を押す ことによ り、メモ リーチャンネル( 5)に周波数

( 144. 68MHz)が 書 き込 まれます。

⑤MWス イ ッチ を押す

―-  15 -一



4- 3 ヨールチャンネルについて

M軍 f―
rr互 軍軍

軌性

■ コールチャンネルの呼び出し

角客彫袋

o VFO状態からの呼び出 しと解除

Ｆ
一

r_rr qt t F

↓    CALLス
イ ッチ を才甲す

コールチ ャンネルは運用上最優先の周波数 メモ リーチャンネルで、

出荷時は145. 00MHzが記憶 されています。

① VFO】犬態でCALLス イッチ を押す ことによ り、 コールチャンネル

が呼び出 され、CALLのLEDお よびMEMORYの “M"と CH- 8が表

示 されます。( コ ールチャンネルはメモ リーチャンネルの 8と 同一

チ ャンネルです。)

② 運用後、M/VFOス イッチ を押 します と、CALLの LEDは 消灯 し
元のVFO状態 に戻 ります。CH- 8の表示はそのままです。

※ コールチ ャンネルが呼び出 されているとき ( CALL LED点灯時 )

は、メインダイヤルを回 しても自動的 にダイヤルロ ックされてい

ますので、何 も動作 しません。

ただ し、 l M UPお よび100KHz UP, DOWNは 有効です。

① MEMORYメ犬態の ときで もCALLス イッチ を押す ことによ リコー

ルチャンネルが呼び出 されます。VFOか ら呼び出 したときと同 じ

表示 となります。

② 再度CALLス イッチ をす甲します と、CALL LEDが 消灯 し、 メイ
ンダイヤルでメモ リーチ ャンネル 8を 呼び出 した ときと同 じにな
ります。

出荷時、 コールチ ャンネル ( CH… 8)に は145 00MHzが書 き込 まれて
います。

このチャンネルは他のメモ リーチャンネルと同様、 自由に書 き込み

がで きます。

メモ リーの しかた も他のメモ リーチャンネルと同様 ですから( 15)ペ
ー ジを参照 して くだ さい。

M軍 r―
rr5. 揮

「

鈍と

I    M/VFOス
イッチを才甲す

軍

ヽ
r―

f r Ч t t F
①メモリーチャンネルからの呼び
出しと角客除

M質 r_f r q島

『
OALLス イッチを押す

M軍 J ―
f r5, 「 F t t L

再度OALLス イッチを押す

R XI   T Xl          l   PR: (

M軍 r―rr5_軍揮

Ｅ
日

，
▼

―
日
●
▼

■ ヨールチ ャンネルの書 き換 え

||;



4- 4 スキ ャンの し

ロスキャンの種類 と動作

( 1)フ ルスキャン

( VFO状態で行なう)

( 2)プ ログラムスキャン

( VFO状態で行なう)

( 3)メ モリースキャン

( MEMORY】犬態で行な

ロスキャン操作の手 l l M

( 1)フ ルスキ ャン

( 2)プ ログラムスキ ャン

※ プログラムスキャンは、メモリ
ーのOH- 0お よびOH- 1に 同一周
波数が書き込まれているとスタ
ー トしないのでご注意ください。

( 3)メ モ リースキ ャン

ロスキャンのタイマーおよび

スキャンスピー ドについて

か た

バ ン ド内のすべて ( 145. 99～ 144MHz)を繰返 しスキャンします。スキ

ャンのピッチは通常20KHzで すが、TSス イッチをONに すると10KHz
ピッチでスキャンします。
メモ リーチャンネルのCH- 0と CH l で指定 した周波数の範囲で繰返

しスキャンします。スキャンピッチの指定はフルスキャンと同 じです。
メモ リーチ ャンネルのCH O～ CH- 8を順番 にスキャンします。

う)     このスキャンはM/VFOス イッチでMEMORY】犬態 にしているときに

有効です。
プログラムスキャンの動作 ( 指定範囲内スキヤン)

OH- 1( OH- 0)

…プログラムスキャンの リターン時は右記周波数だけ高   90KHz( TS ON)
80KHz( TS OFF)い周波数からスター トします。

スキャン操作 をす るときは、必ずSQL(ス ケルチ) ツ マ ミを時計方向

に回 して“ザ ァー"と い うノイズが消 える位置 にセットしてくだ さい。

また、上蓋内のBUSY中EMPTYス イッチは通常BUSY側 にしてお き

ます。

① 上蓋内のFS_PS切 換 えスイッチ をFS側 にセ ッ トします。

②VFO Aま たはBの状態 に します。

③ S/Sス イッチ を押 してスター トします。

④ スキャンの解除はS/Sス イッチを再度押すか、送信状態 にします。

①上蓋内のFS―PSス イッチ をPS側 にします。

② あらか じめメモ リーチャンネルのCH- 0と CH- 1に スキ ャンす る周

波数の上限、下限 をメモ リー させてお きます。

③ VFO Aま たはBの】犬態 にします。

④ S/Sス イッチ を押 してスター トします。

スキャンの解除はフルスキャンと同 じです。

① M/VFOス イッチでMEMORY状 態 にします。

上蓋内のFS―PSス イッチは どちらで もかまいません。

② S/Sス イッチ を押 してスター トさせ ます。

メモリースキャンはCH- 0～ OH- 8を 川頁番にスキャンしますから各メモリー

チャンネルにスキャンしたい周波数を書き込んでおいてください。

③ スキャンの解除は( 1) ( 2)と 同 じです。

○ 受信信号 によってス トップ ( BUSYス トップ) し たあと、一定時間

後 に自動スター トさせ るタイマー を働 かせ るときは、TIMERス イ

ッチ ( 上蓋内)をONに します。

○ タイマーの時間切換 えはTIMEス イッチ ( 上蓋内) で 3秒 または

9秒 にセ ッ トします。

oス キ ャンスピー ドの切換 えは、SPEEDス イ ッチ ( 上蓋内) で行

ないます。
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4- 5 プライオ リテ ィについて
■ プライオリティのはたらき

VFOで PR10 0N

メモ リーチ ャンネルでPR10 0N

■ プライオ リテ ィの使いかたの例

OVFO A 144. 26MHzで 運用 して

145口 52MHzを 監ネ見したい とき

OH- 3に 145. 52MHzを 言己憶 させ る

M軍 r―
f r互5F

VFO Al こ して144. 26MHzを セッ ト

軍

中
r_f r qゴ 島

PR10 0Nに すると

T XI        I B PRIて

軍

ヽ
r_f r qF島

5秒の うち約 1秒間だけ下記の状
態に切換わる

R XI   T Xl        l B PR: 〔

M軍 r―
f r互5F

プライオ リテ ィ機能 とは、現在運用中の周波数 をワッチ しなが ら、

他の特定チャンネル ( 周 波数)を約5秒 に約1秒 の間だけ切換 えてワッ

チす る機能です。

VFO Aま たはBで運用中 にPRIO ONに します と、指定 ( 表示 ) の
メモ リーチ ャンネルを監視 します。 また、メモ リーチ ャンネルで運

用中の ときは、直前のVFO周波数 を監視 します。

M-OHl 秒 M‐ CHl 秒 M-OHl 秒

VFO l 丹沙 VF0 1秒 VF0 1秒

※ CALLス イッチを押 して、コールチャンネルとして運用中のとき
はプライオリティ機能が無効 となります。コールチャンネルの周
波数で使用する場合は、CALLを押 さずにメモリーチャンネルの
8を指定 して運用 してください。

① ワッチしたい周波数 ( 145. 52MHz)を あらかじめ指定のメモリーチ

ャンネル ( 例 えばCH- 3)に 記′隠させておきます。

②M/VFOス イッチでMEMORYに して、CH- 3を呼び出 します。

③M/VFOス イッチでVFOに 戻 します。

④VFO Aで 144. 26MHzに セットします。

⑤PRIOス イッチをONに します。( PRIO LED点 灯 )

プライオリティ機能がスター トし、144. 26MHzを 約 4秒受信 した
のち、145. 52MHzを 約 1秒受信 します。( 周 波数ディスプレイは約
1秒間だけ145. 52MHzに 切換わる)

このとき、145. 52MHzの 局が信号を出 していれば、それを受信す
るのでRX LEDが点灯 し、受信音が聞えます。
この動作 をプライオリティが解除 されるまで繰返 します。

⑥ プライオリティの解除は、再度PRIOス イッチを押 してください。

なお、メモリーチャンネルで運用中にPR10 0Nに しますと、 5秒の
うちの約 1秒間は、直前のVFOの 周波数に切換わります。
PR10 0N中 にM/VFOス イッチを押 しますと、約 4秒側 と サ々1秒の
受信周波数が反対になります。

PR10 0N中 に送信す ると、 プライオ リテ ィ機能 は一時停止 ( フ

受信状態 に戻 ると再 びプライオ リテ ィ動作 を始めます。
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4- 6 マイ クロホ ンの操作

前面マイクコネクターの結線図

①MO(マ イク入力

②+8V GVの出力

③ M10 UD(ア ップ・ダウン)

4- 7 バ ックア ップ電池 について

- 8 リセッ トの方法について
〇出荷時のメモ リー内容

チャンネル 周波数
144. 00MHz
145. 99MHz

OH- 2
S

0H―フ

フランク

( 記憶 されていない)

OH- 8 145. 00MHz
※ OPU RESETス イッチ を押 した

とき、上記のメモリー内容に戻
る

付属のマイクロホ ン ( HM 22)は 、前面パ ネルのマイクコネクターに

接続 して くだ さい。

マイクにはPTTス イッチとUP(ア ップ) 、 DN(ダウン) ス イッチがあ
り、PTTは送信状態への切換えを行ないます。また、UP, DNス イウ
チは本体のメインダイヤルと同様の操作を行なうことができます。

※ UPま たはDNをす甲し続 けると連続動作 します。

※ ダイヤルロ ック時 ( CALLラ ンプ点灯時)は動作 しません。

② GND(マ イクの7-ス )

⑥ GND( P T TIの アース)

に) PTT

本機 にはマイクロコンピュー ターのバ ックア ップ用 として リチウム

電池 が内蔵 されていま曳 したが ?て 、電源 コー ドを抜 き去 った り、
停電時でもメモ リーの内容 が消 える心配 はあ りません。
もし、周波数の表示 がおか しくなったときは、上部パ ネルの リセ ッ
ト( RESET)ス イッチ を押 して くだ さい。
なお、電源 ヨー ドを抜いたときメモ リーの内容 が消 えて しま うとき
は リチウム電池の寿命ですか らはやめに交換 して くだ さい。
リチウム電池の寿命は、約 5年です。

( ご注意〉
リチウム電池の交換 は、必ずお買い求めいただいた販売店 または弊
社のサー ビス・ステーションで行 なって くだ さい。

本機 は、 リセ ッ トスイッチによ り初期設定状態 ( 出荷時 と同 じ状態 )

にす ることがで きます。

上部パ ネル内のCPU RESET(リ セ ッ ト) ス イッチを押す と初期設定
状態 に戻 ります。

なお、CPUの リセ ッ トは、電源ON時のみ有効です。

スイッチ VFO AOrB口 寺 メモ リーチ ャンネル時
UP(ア ップ ) 20KHzア ップ メモ リーチ ャンネルアップ

DN(ダ ウン) 20KHzダ ウ ン メモ リーチ ャンネルダウン

⑥ AF OUT(ボ リュームに関係あるAF出 力)
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4- 9 運用 上 の ご注意
1口 移動運用上の注意

2口 電波障害についての ご注意

ハムバ ン ドの近 くには、多 くの業務用無線局の周波数 が害J 当 て られ

てお り、運用 されています。 これ らの無線局 の至近距離で電波 を発

射 します とアマチュア局 が電波法令 を満足 していても、不測の電波

障害 が発生す ることがあ りますのでモー ビル運用の際は十分 な注意

が必要 となります。特 に、空港敷地内、業務用無線局 および中継所

の周辺 などでの運用は原則的 に行 なわず、必要 がある場合 には管理

者の承認を得 るよ うにして くだ さい。

また、最近、不法無線局の取締 り等 が強化 されていますので、アマ

チュア無線局 を証明す る「従事者免許証」 および「アマチュア局免

許状」 を必ず携帯 して運用す るよ うにして くだ さい。

本機 の実際の運用 について説明いた しま したが、運用 にあたっては

次の点 に十分 ご留意 され、快適 な運用 をお楽 しみ くだ さい。

最近、特 に都市部 の人家密集地域 などでアマチュア無線 を運用す る

ことによ り、時 としてテ レビ、 ラジオ、ステ レオなどに対 して電波

障害 を起 こす ことが間題 となることが見受 け られます。 これ らは、

もちろんアマチュア無線局側 にすべての責任 があるとは限 りません

し、機器メー カー としてもスプ リアス等の不要輻射 を極 力減 らし、

質の良い電波 が得 られるよ うに入念 に調整、検査 を行 なっています

が、 もし運用中に電波障害 が生 じた場合 には、次の事項 に注意 をし

ていただ き、正 しく、楽 しい運用 をされますよ うお願いいた します。

①電波法今 ( 運用規則第258条 ) に従 い、発射 した電波がテレビ、 ラ

ジオ等の受信 に障害 を与 えた り、与 えている旨の連絡 を受けた場

合 には、ただ ちに電波の発射 を中止 し、障害の有無、程度 を確認

して くだ さい。

②障害が発射した電波によるものと判断される場合には、送信機、
アンテナ等の調査を行うと同時に、障害の程度、症状を調査し、
適切 な処置 を行 って くだ さい。

③原因が受信側による障害の場合には、フィルターなどの取付によ
って防止で きる場合 があ ります。 しか し、 この場合の対策は、単

に技術的 な問題 だけにとどまらず、近隣 との人間関係 など、難 か

しい面 もありますので、で きるだけ早 い時点での対処 が必要です。

」ARL(日 本 アマチュア無線連盟 ) では、 アマチュア局 の申 し出 によ

り、 その対策 と障害防止の相談 を受 けてお りますので、」ARLの 監

査指導委員 または」ARL事務局 に申 し出 られると良 い結果が得 られ

ると思います。 また、」ARLではアマチュア局の電波障害対策の手

引 として「TVI・ ステ レオI対策 ノー ト」( 一部50円・送料別 ) 、 近 隣 の

方 にアマチュア無線や電波障害 を理解 してもらうための手引 として

「テ レビ、 ラジオ、ステ レオ、テープレコーダーを楽 しく聴取 して
いただ くために」 ( 一部 5円・送料別 ) を配布 してお りますので、
」ARL事務局へ お問い合 わせ くだ さい。
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5. 使 用上のご注意 と保守 について

5- 1 使用上のご注意

■ 設置場所

■ 調整について

■ CPUの 誤動作 について

5- 2 保 守 につい て

ロセッ トの清掃

■ ヒューズの交換

● 付属の電源コー ドのヒューズ交換

本機 を使用す る上での注意事項 についてはそのつ ど記載 しましたが、

特 にご注意 していただ く事項 をこの項 に記載 しましたので良 くお読

み くだ さい。

本機 を極端 に高温 になる所、湿度の高い所、ほこりの多い所、振動

が多い所でご使用 にな ります と故障の原因 になる場合 があ りますの

で ご注意 くだ さい。

本機 は完全調整 を行 なった上で出荷 していますので、操作上必要の

ない半固定ボ リューム、 コイルのコアー、 トマ リー等 をむやみに回

します と故障の原因 になる場合 がありますのでご注意 くだ さい。

本機 の周波数制御やデ イスプ レイ表示 にはマ イクロコンピューター

( CPU)を 使用 していますので、早い周期 で電源スイッチ をON/OFF
した り、極端 に電源電圧 が低下 した場合 にはマイクロコンピュー タ

ーが誤動作 を起す ことがあ ります。 もし、デ イスプ レイの表示 がバ

ン ド以外の数字 になるなど誤動作 が起 った場合 には、 リセ ッ トスイ

ッチ を押 し、本機 を初期設定状態 に戻 した うえでご使用 くだ さい。

セ ッ トにホヨ リや汚れ等 が付着 した場合 は、乾 いた、や わらかい布

でふいて くだ さい。特 に、 シンナー などの有機溶剤 を用います と、

塗装 がはげた りしますので、絶対 にご使用 にならないで くだ さい。

ヒューズが切 れ、セ ッ ト

た うえで定格の ヒューズ

しな くなった場合 は、原因 を取除い

) と 交換 して くだ さい。

付属のDC電源コー ドを使用

次図 に従 って5Aの ヒューズ

ているときにヒューズが切れた場合は、

交換 して くだ さい。

タテ方向に押 しながら回し、ホルダーを開けます。
新 しいヒューズをもとどおりに組みます。
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6. ト ラブルシ ューテ ィング
I C 27の品質 には万全 を期 してお ります。

下表 にあげた状態は故障ではありませんのでよくお調べ ください。下表 にしたがって処置 しても トラ
ブルが起 るときや、他の状態の ときは弊社サー ビス係 までその状況 をで きるだけ具体的 にご連絡 くだ
さい。

態状 因原 策対

( 1)電源が入 らない ○ 電源コー ドの接続不良
○ 電源コネクターの接触不良
○ 電源の逆接続
○ ヒューズの断線

○ 接続をやりなおす
〇接続ピンを点検する
○ 正常に接続し、ヒューズを取り替える
○ 予備ヒューズと取 り替える

( 2)ス ピーカーから音が出な↓ 〇ボリュームがしばってある
〇スケルチが深すぎる

Oタト音ほスピーカーを使っている

○ 内部のスピーカーコネクターが外れている

○ ボリュームを適当な音量にセットする
OSQLツ マミを反時計方向に回し、雑音が聞

え出す直前にセットする
①外部スピーカープラグが正常に接続されて
いるか、ケーブルが断線 していないかを調
′ ミる

oス ピーヵ―コネクターを接続する

( 3)感度が悪く強い局 しか聞えなV ○ アンテナケーブルの断線またはショー ト ○ アンテナケーブルを調べ正常にする

“

) 電波が出ないか電波が弱い OPOWER切換えスイッチがLOW( l W)に な
っている

○ マイクヨンセントの接触不良のためP. T. T
スイッチが動作しない

O HIGH( 10W)に セットする

○ 接続ピンを調べる

( 5)変調がかからな↓ ○ マイクコンセントの接触不良
○ マイクロホンのプラグ付近のリード線の断
線

O接続ピンを調べる
○ ハンダ付をやりなおす

( 6)ダ イヤルを回しても周波数が変
化しない

○ メモリー
' 子

び出し, 伏態またはCALLチ ャン

ネル状態になっている
OM/VFOス イッチでVFO状態に戻す

( 7)周 波数表示がバンド外になった
り、異常な表示になる

O CPUが誤動作 している

○ 購入後、約 5年以上経過し、リチウム電池
が消耗してしまった

OCPU RESETス イッチを子甲し、初期状態に
戻す

○ お買い求めの販売店かアイコムのサ_ビ ス
ステーションで新しいリチウム電池に変換
する

( 8) S/Sス イッチを押しても
○ メモリースキャンにならない

①プログラムスキャンにならなヽ

○ フルスキャンにならない

O VFO】犬能になっているため、プログラムま
たはフルスキャンになる  VFO】犬態

○ メモリー状態になっているか、上蓋内のPS
―FSス イッチがFS根1に なっている

oメ モリーチャンネル0お よび1に同じ周波
数が書き込まれている

○ 上蓋内のPS_FSス イッチがPS相1に なって
いる

OM/VFOス イッチを押し、メモリー状態に
する

①M/VFOス イッチでVFO状態にするかまた
は上蓋内のPS―FSス イッチを切換える

oメ モリーチャンネル0と 1に違った周波数
を書き込む

OPS― FSス イッチをFSに セットする

0信号が入感してもスキャンが自
動的に止まらない

○ スケルチが開いた状態になっている

○ 上蓋内のBUSY― EMPTYス イッチがEMP
TY側 になって↓ るヽ

○ 信号の出ていないチャンネルでスケルチを
動作させる

O BUSY― EMPTYス イッチをBUSY側 にする

( 10CPU RESETを 子甲すと、言己憶さ
せた周波数が変っている

OCPU RESETを 押すことにより、メモリー
の内容も初期値に戻る。
( CH- 0は 下限周波数、CH- 1は 上限周波数、
CH- 8は コールチャンネルの145 00MHz、
その他のチャンネルはクリヤされる)

OCPU RESETを押したあとは、メモリーチ
ャンネルに記憶させる周波数を書き込んで
おく
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8. J ARL術 」定 144MHz帯 |こ つ いて

1. 使用区分表の電波の型式の表示は、次のとおりとする。

>A2, A3, A9(抑 圧搬送波両側波帯に限る。)電波は、「AM」 とする。>A3A, A3J , A3H電 波は、「SSB」
とする。 >副搬送波周波数変調の低速度走査テレビジョン伝送を行 うものであって、占有周波数

帯幅の許容値が6KHz以下の電波は、「SSTV」 とする。>F2, F3お よび副搬送波周波数変調の低速

度テレビジョン伝送を行 うものであって、占有周波数帯幅の許容修力泊KHzを超える電波は、「FM」

とする。 >A5, A5C, A9(テ レビ電波に限る。)お よびA9C電波は、「TV」 とする。>Fl 電波は、「RTT
Y」 とする。 >Al 電波は、「CW」 とする。 >上記の電波およびその他の電波 を合めた電波は、「全電

波型式」とする。
2. 使用区分表の うち、(  )内 の電波は、これと併記 してある電波に混信 を与 えないときに限 り使用

できることとする。
3, FM呼 出周波数における非常通信周波数は、非常通信の連絡設定をする場合 にのみ使用するもの

とし、連絡設定後は他の周波数を使用 して通信 を行 うものとする。

144MHz帯  使用区分

145. 500145600  145. 800

( SSTV)
TY

非常通信同波数 ( OW 近距離小電力

( 注 1) 144. 000MHz～ 144. 100MHzの 周波数帯 は、月面反射通信 、流星散乱通信 、オーロラ反射通信
などに使用す る。

( 注 2) 144. 100MHz～ 144. 200MHzの 周波数帯は、主 として遠距離通信 に使用す る。

( 注 3) 144. 500MHz～ 145。 600MHzの 周波数帯のFM電波の 占有周波数帯幅は、16KHz以下 とす る。

■ 電波 を発射 す る前 に
ハムバ ンドの近 くには、多くの業務用無線局の周波数があり運用 されています。これらの無線局の

至近距離で電波を発射するとアマチュア局が電波法令を満足 していても、不源」の電波障害が発生する
ことがあり、移動運用の際には十分ご注意 ください。
特につ ぎの場所での運用は原則 として行なわず必要な場所は管理者の承認 を得るようにしましょう。

民間航空機内、空港敷地内、新幹線車輌内、業務用無線局および中継局周辺等。

■ 電波 障害 ( TVI )に つ い て

本機は高性能スプリアス防止フィルターを使用 し、綿密な調整と検査 を行なっていますので、電波
法令 を十分満足 した質のよい電波 を発射 しますが、アンテナの ミスマッチングや、電界強度の相互関
係、その他電波障害 を発生することも考えられます。もし、運用中電波障害が発生 したときは、直ち
に運用を中止 し、自局の電波が原因であるのか、また、原因が送信機側によるものか障害 を受けてい
る機器の側 にあるのかを、よく確かめた上で適切な対策を講 じてください。
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11. 定

1. 一般仕様
● 周  波  数  の  範  囲   144～ 145. 99MHz
● 電 波 の 型 式  F3
● ア ン テ ナ イ ン ピ ー ダ ン ス   50Ω 不平衡

● 周  波  数  安  定  度    土- 10PPM( - 10℃ ～+60℃ )

● 電   源   電   圧   DC13. 8V± 15%
● 接   地   方   式   マ イナス接地

● 消   費   電   流   待 受 時    400mA
受信時最大   550mA
送信HIGH    2. 8A
送信LOW    1 2A

● 使  用  温  度  範  囲   - 10℃ ～+60℃
● 外 形 寸 法 140( 140) W× 38( 41) H× 177( 191) Dmm

(  )内 は突起物 を合む

● 重           量   約 1. 2k9

2. 送 信 都

● 送   信    出   力   HIGH 10W LOW l W
● 変   調   方   式   FMリ アクタンス変調
● 最 大 周 波 数 偏 移  ± 5. OKHz
● ス プ リ ア ス 発 射 強 度   - 60dB以 下
● マイクロホンインピーダンス   6000エ レク トレッ トコンデ ンサーマイク

3. 受 信 部

● 受   信   方   式    ダブルスーパーヘテロダイン方式
● 中  間  周  波  数    第1 10. 695MHz 第2 455KHz
● 受   信   感   度   12dB SINAD- 15dB″ ( 0. 18″ V)以下

20dB NQL - 8 dB〃 ( 0, 4μ V)以下
● ス  ケ  ル  . チ  感  度    - 18dB″ ( 0, 13″ V)以下
● 選     択     度   7. 5KHz以 上 6dB 15KHz以下 60dB
● ス プ リ ア ス 妨 害 比   60dB以 上

● 低   周  波  出  力   2. OW以 上 ( 8010%歪 率時 )

● 低 周波 負荷 イ ン ピー ダンス   800r4Ω
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アイコム株式会社
輔 攣 3鏑 鮮 齢 ]群 貿 飢 , デ 銅 据 掃
■ 東 京 営 業 所 ol 12東 京 都 文 京 区 千 64丁 目 14番 6号 a( o3) 945 033111t l
口名古屋営業所 o456名 古屋市熱日区森後町 5番 11号  宝 ビル l F な( o52) 68281511t )
■ 大 阪 営 業 所 554?大 阪 市 平 野 区 力8美 南 1丁 目 8番 35号 な( 06) ?93033111t )
■ 広 島 営 業 所 o734広 島 市 南 区 字 品 御 幸 2丁 目 16番 5号 容( 002) 255021風 l t l

□ 四 国 営 業 所 o?60高 松 市 塩 上 町 2丁 目 1 番 5 号 な( 0373) 353?2314)
■ 九 州‖営 業 所 o812福 岡 市 博 多 区 古 関 戸 町 5番 17号 a( o92) 281129611t )
・サービスについてのお問い合わせは各営業所サービス係宛にお願ぃします。
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